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今号の特集が「トンネル」という
事で，長年「トンネル工事」にたず
さわってきた私にとって願ったり
かなったりの特集となりました。毎
年，担当号が回ってきて，多少門外
漢の特集の場合は，ネタ探しに四苦
八苦しております。今回は，普段か
ら何とか独自性のあるトンネル施工
技術を開発して他社に差をつけたい
と，四苦八苦している課題なもので，
比較的取っ掛かりやすかったようで
す。毎回こうだと助かるのですが。
「トンネルの施工技術」というと，

最近はいわゆる「技術提案ネタ」に
直結します。今回，覆工の養生技術
にスポットを当ててみたのですが，
本当に各社，頭をひねって，お金を
かけて独自技術開発を行っている様
子が見て取れます。でないと「総合
評価型入札制度で勝ち残って行く事
が出来ない！」と，ハッパをかけら
れている姿も目に浮かびます。結
果，主要ゼネコンの数だけ，覆工養
生技術があるといっていいような状
況です。そのような中，数多ある養
生技術ですが，実はそんなにビック
リするような飛びぬけた新技術があ

るわけではありません（各社開発者
の方々申し訳ございません）。コン
クリートの基本である，温度と水分
量をいかにコントロールするか，そ
して説得力のある独自性を持たせる
事ができるか，が焦点となっている
ようです。で，結果，数多の新技術と，
それに説得力を持たせるための基礎
技術のレベルアップが，たった，こ
こ 1 ～ 2 年で成し遂げられたわけで
す。これは，覆工技術だけの話では
無いのはもちろんで，日本国の土木
技術の“技術維新”と後年語られる
でしょう。というのは大げさ過ぎま
した。でも，今も私の席の後ろでは，
総合評価対策チームが，顔をゆがめ
て技術提案と格闘しています。日本
全国で同じ光景が繰り返されている
ことでしょう。以前には無かった光
景です。何かと，問題も指摘されて
いる総合評価型入札制度ですが，技
術力への回帰を促した功績は大きい
のではと，あまりの忙しさと，ネタ
切れの焦燥感にダウン寸前で愚痴り
あっている今日この頃のトンネル屋
です。

最後になりますが，お忙しい中ご
執筆をいただいた皆様には深く感謝
申し上げます。

 （京免・圓尾）

10 月号「新しい高度な施工技術の開発と実用化特集」予告
・ 超高層建設における大型タワークレーンの特殊装置

　超高層建設への揚重技術のアプローチと展望
・ 「Ｕ桁リフティング架設工法」を採用した大規模 PC 高架橋の施工

　第二京阪道路 茄子作地区 PC 上部工事
・エルエスカッター工法
・エアロ・ブロック工法の開発と実用化
・多様なトンネル断面を掘削するシールド掘進機「アポロカッター工法」
・ 環境配慮工法（フォームドアスファルト）にて

　路盤再生（現位置リサイクル）をより効率的に行う専用機の開発
・振動ローラ加速度応答法による地盤剛性評価装置「αシステム」の開発と実用化
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